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　　　　　　震災直後の街の様子

　４月25日15時11分（現地時間11

時56分）、ネパールの首都カトマンズ

から北西77km（北緯28.16度、東経

84､72度）のゴルカ郡をを震源とする、

マグニチュード7.8の大地震が発生しま

した。

　簡素なレンガ造りや泥などを固めた

建物が多く、さらに耐震性のある建物が

少なかったため建物の倒壊などによる死

者、負傷者が目立ちました。さらに５月

12目には、マグニチュード7.3の余震が

発生。ネパール国内において約80年ぶ

りの４月25日の大地震から、少しずつ

復興に向けて、立ち上がろうとした矢先、

約２週間後の大きな余震であったため、

被災者の方々の精神的な不安も大きく、

さらなる建物の倒壊や土砂崩れによる被

害も拡大することとなりました。

　余震を含めるこの地震による被害は、

死者数は8702人、50万軒を超える建物

が全壊し、27万軒を超える建物が半壊の

被害を受けています。（国連発表6/3）

余震後の街の混乱の様子

　このような状況を受け、AMDA本部で

はAMDAネパール支部とともに、被災

他の支援を決定。発生翌日の26日には

日本から第１次医療チームを派遣しまし

た。さらにAMDA海外支部およびＧＰＳ

Ｐ(世界平和パートナーシップ)メンバー

ヘも支援活動の参加を要請。これにより、

日本、インド、バングラデシュ、カナダ、

カンボジア、フィリピンのべ６力国27

人を被災他に派遣し、AMDAネパール

支部とともに医療を中心とした支援活動

を行いました。活動に参加したネパール

人医療スタッフを合わせると、100人を

超える医療メンバーが、支援活動に参加

しました。

　震災から１か月が経過し、今後は

AMDAネパール支部、トリブバン大学教

育病院、ネパール医師会などと連携を取

りながらローカルイニシアチブでの支援

活動を展開していく予定です。
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災害発生～医療チーム派遣

　震災発災後からAMDAネパール支部

の医師たちは、自宅などが被災している

にも開わらず被災者の医療支援活動をカ

トマンズ近郊で開始しました。この状況

を受け、AMDAでは26目に第１次医療

チームを被災地に派遣。現地空港も混乱

している状況ではあったものの、AMDA

の医療チームは27目には予定通り、カ

トマンズ空港に到着し、早速医療支援活

動を実施しました。

　　　ネパール到着直後27日の街の様子。

　AMDAネパール支部の医師らとともに

カトマンズ近郊での医療支援活動を行い

ました。ライフラインが停止しているだ

けでなく、多くの建物が倒壊しているた

めテントもなく、屋外で毛布にくるまっ

て避難している方々が多く、負傷しなが

らも医療支援を受けられない被災者も多

く見られました。その他にもテントもし

くはビニールシートの支援が必要だと感

じられました。

　　六白　第１次医療派遣チーム

　………�整員　大政朋子(岡山県在住)

　　　　　看護師　柴田幸江{岡山県左住}

　　私達は震災３日後のカトマンズに到着

　しました。今回の大地震に対し、市街地

y=は騒然としていましたが､ぃ目についたの

Ｆはどうしていいかわからず、毛布をもづ

………て路上をただ歩く人々の様子でしたi､大

=＼きな地震を初めて経験する人が多く、余
……l'゜重一が起こるたびに､ﾉ不安になり、路上で……=､.=･..

?ﾚ=j･パ土ツクになっている人も多く見かけまご

仁しだ．日本からの医療チ市ムとわかる.ど二………

F=:=ii………'･..･『.日:本人は地震に慣れてでいるか.ら√怖､=く………:.;゜･:..:i･:

レないjの？j尚と声をかけられる場面も=あぐり卜=･i･l.･･=.l=

トました．｢日本人でも地震は怖いん1です………

ｿﾞｿ･よ．余震があったら、必ず避難してくだゾ

４　さいね.｣と声をかけると、ほっとした表

情を見せられたのが印象的でした．

チームに分かれて医療支援

　ネパールには、AMDAネパール支部の

ほかに､AMDAグループ病院として「シッ

ダールタ母と子の病院：通称AMDAネ

パール母と子の病院」「ダマックAMDA

病院」「カトマンズクリニック」の３つの

医療機関があります。これらの医療機関

に所属する医師、看護師のほかAMDA

本部および各支部からの医療チームも

加わって、カトマンズ近郊の市町村、ト

リブバン大学教育病院、震源地に近い

ゴルカ郡、最大余震の震源地となった

シンデウパルチョク郡などに分かれて医

療支援活動を実施しました。

カトマンズ近郊での医療支援

　　　　　　医療支援活動の様子

　AMDAネパール支部の医師を中心と

して26目から医療支援活動を実施。ド

ビダラ、サンクー、ツゥチェパティ、カ

ブレパランチョクなど20以上の地区で

２巡回以上にわたり医療支援活動を実

トレスによる高血圧やPTSD（心的外傷

後ストレス障害）の患者なども目立つよ

うになりました。その他にも呼吸器感染

症が多くみられました。

　カトマンズ空港や市街地から近いに

もかかわらず、支援の行き届いていな

い地域もあり、医療支援のほか食料な

どの支援物資の配布も行いました。

トリブバン大学教育病院

　ネパール支部長が勤務するトリブバ

ン教育病院を訪れました。そこでは震

災直後から骨折､誹骨神経麻蝉､切断肢、

脊髄損傷などの患者が搬送され､ネパー

ル入医師らにより１週間で350件以上

の手術を行っていました。しかしなが

ら術後のリハビリが追いつかない状況

にあることがわかり、AMDAでは理学

療法士の派遣を行いました。

　約２週間にわたり、入院患者、外来

患者などのべ263入の患者のリハビリ

をサポートすることができました。

　さらに理学療法士の活動を通じて、

医療支援活動の様子

…………んを診るよ弓にしました。中盤には之………頚髄撰jF

冊傷患者や呼吸器疾患など、肺理学療法の依=……

j………頼があり、可能な限り引き受けまじた｡･‥後半ぐ･

･jには、震災による入院患者が退院し、外来

　も慢性疾患の患者が増えてきました。被災

　し障がいを負った患者の退院後が心配です。

　また今回、ＡＭＤＡが障がい者の避難所への

　訪問、災害弱者への対処を早めに行った事。

　これは大きな意味があると思います。本当に

　ありがとうございました。
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身体の不自由な被災者が集まっていた

カトマンズ近郊のラリトプールにある

避難所への訪問も実現し、健康相談や

衛生支援物資の提供を行いました。こ

こに避難する多くは震災以前から障が

いを負っておられましたが、今回の災

害を機に障がいを負うことになった被

災者も多くなると予想され、今後の受

け皿の必要性を感じました。

ラリトプール避難所で支援物資の配布を実施

シンデゥパルチョク郡での
医療支援活動

　カトマンズからは北東に約80kmの

場所にあるシンデゥパルチョク郡が震

災から数日経過しても支援が届いて

いないという情報が入り、AMDA医

療チームは４月29日に現地に向かい

ました。到着までの道のりは、地震に

よる山崩れの上に、その後の雨によ

り、ますます山道が壊れて通行が困難

な状況にありました。到着早々に診療

スペースを設置し、カディチョー村、

チョータラ村などで約20日間に渡り、

巡回診療を実施しました。

　シンデゥパルチョク郡は５月12日

に発生した大きな余震の震源地であ

り、AMDAが医療支援活動を行ってい

AMDAジャーナルー多様性の共存

たブースのそばの建物も崩落しました。

　診察に訪れる患者は骨折や傷が化膿し

ている患者が多く、2、3時間を徒歩で

AMDAの医療支援場所まで来る患者もい

ました。中には13時間かけて到着したと

いう患者もいました。これは山道が車で

通れない状況になっており、受診するた

めには歩くしか方法がないためです。医

療支援のニーズを鑑みダマックAMDA病

院、AMDAネパール支部、日本からの医

療チームの多国籍師団で医療支援を行い

ました。

医療支援活動の様子

ﾄﾞに!IS∂1きi禁1知1乖否?9yxjCMjj刀《kご沙免恵!9;gtgjtﾘ5g

ドゾむた齢私はそのようなネフパ４ルの方々に長

　………1期的1ご関われればと感じました。

………特に岩手県は東日本大震災で世界から

　多くの支援を頂きました。震災から立ち直

　りつつある岩手が今度は困難な国に支援に

　歩み出す時と思います。ぜひ岩手全体でサ

　ポートできればと思います。

　　ＡＭＤＡの高尚な精神を岩手で伝えてまい

　りたいと思います。どうもありがとうござ

　いました。
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ゴルカ郡での医療支援活動

　岡山で技術研修を行ったシヤーミラ医師も

　　　　ｺﾞﾙｶ郡での医療支援に参加

震源地に最も近いゴルカ郡レスキュー

委員会からの支援要請によりＡＭＤＡ

ネパール子ども病院からショル八二村

に医療チームを派遣しました。 27日の

移動時には、土砂崩れなどで、道路が

寸断されており、車両で３時間の移動

の後、徒歩で５時間、医薬品などを持っ

て中継地点まで到着し､その先はネパー

ル陸軍のヘリコプターに同乗し被災地

に到着。２週間以上、医療支援活動を

継続しました。

復興支援に向けて

　被災他の現状を鑑み、AMDAネパー

ル支部、トリブバン大学教育病院、ネ

パール医師会と協力する形で被災他の

医療支援を継続します。

　特に巡回診療などでも目立っていた

PTSDの患者に対するサポートを重点的

に実施します。また医療の行き届かな

い山関節の地域への巡回診療なども予

定しています。

　５月１日に救援活動のために、カ

トマンズ空港に予定より１時回遅れ

て到着しました。ネパールでは80年

ぶりに起きた大地震は誰もが想像を

絶するもので、病院、学校などで被

害が多く、病院内では治療もできず、

屋外で治療をする病院も多くあると

報道されていました。しかし、私た

ちが最初に訪れたトリブバン大学教

育病院は地震の被害は受けていない

ために、地震の後に起きた頻繁な余

震にも関わらず、院内で350人の手

術を行っていました。この大学の建

物は1983年に日本政府の援助によっ

て建てられていて、地震対策をされ

ていたそうです。改めて日本の支援

に感謝をしました。

　菅波代表とともに調整員兼通訳と

して被災他の仮設診療所や巡回診療の

視察、大学病院などを訪問しました。ネ

パールでは医師の数も増えつつあり、技

術も高まったことが実感できました。し

かし、資金的な援助を必要としている現

状が確認できたことからAMDAではそ

の状況を踏まえて、被災他で実施する復

興支援としての巡回診療を支援するた

めに資金援助をすることになりました。

ネパールで起きた災害をネパール人が

乗り越えるための最高の支援だと感じ、

私は感謝の気持ちでいっぱいでした。

　災害はいつどこで起きるかは分かり

ません。国によって災害に対する準備

の差があったり、災害支援活動のやり方

が違ったりすることは当惑だと思いま

す。 AMDAが相互扶助の精神に基づき、

災害が起きた地域や国のことを配慮し

ながら行っている緊急医療支援活動は

とても重要で、今後長いスパンで被災

地をサポートしていくためには大切な

ことだと改めて感じました。

　私は、2013年に岡山県立大学に入

学してから、AMDAの活動に間接的に

関わり、現在AMDAでインターンと

してスタートを切ったばかりです。

　今回のネパールで起きた大地震に対

する緊急支援活動に参力日してくださっ

た医療従事者の皆さん、そして活動を

支援していただいた皆様に心より感謝

を中し上げたいと思います。また、母

国が大変な時に自分が何もできないと

思っていた私に、AMDAが私に大きな

役割を下さったことに心から感謝しま

す。そして何より私は、AMDAの一員

として働けたことを誇りに思います。
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　2011年３月11日に発生した東日本大震災に対して、AMDAは翌日から医療チームを被災地に派遣し、緊急医療支援を開始。約

50日の緊急支援活動を経て､2011年５月１日より復興支援活動を行っています。 2014年３月までを「第１次復興支援３か年事業」

として「医療・健康」「教育」「生活」を柱としたさまざまな復興支援事業を行いました。現在、2014年３月から「第２次復興支援

３か年事業」として、復興支援事業を継続しています。

　　鍼灸治療支援活動（岩手県上閉伊郡大槌町、宮城県石巻市雄勝町）

　災害発生後の、緊急斯での非常にニーズの高かった鍼灸治療を、復興

支援事業の一つに位置づけ、震災直後からそれぞれ地元の鍼灸師を雇用

して、鍼灸治療支援活動を実施してきました。

　岩手県大槌町と宮城県石巻市雄勝町の２か所で実施してきましたが、

第２次復興支援３か年事柴刈に入るタイミングで、活動を地元の鍼灸師

に引き継ぐ形で活動を終了しています。

－
圖
朔
■

月別鍼灸治療のべ患者数

１２月 139人

１月 104人

２月 96人

３月 122人

４月 95人

５月 88人

(2013 /12から2014 /5 月末まで)

ヨ １２月 27人（4日）

１月 20人（4日）

２月 23人（4日）

３月 20人（4日）

被災地間相互交流事業　～第９回復興グルメＦ－１大会　in大槌～

　　　　　　　　　　　　ｌ　　二回ぷidj

　　　多くの人でにぎわった会場の様子

　三陸沿岸部一帯の商店街をはじめとし

た団体が復興に向けて一丸となり、東北

の現状および情報を全国的に発信すると

ともに、情報や知恵を共有することで新

たな復興への協力体卯」を形成することを

目的として2013年１月からスタートし

た「復興グルメＦ－１大会」が、2015

年４月に第９回大会を開催しました。

　会場となったのは岩手県上閉伊郡大槌

町福幸きらり商店街。

福幸きらり商店街（大槌町）と南町紫市

場商店街（気仙沼）の商店街交流がきっ

かけとなって復興グルメF-1大会が生ま

れたこともあり、記念すべき大会となり

ました。

　大会当日は、朝いくから大勢のお客様

が詰めがけ、‾夕想を上回る約3000人が

来場しました。大会開催以来、最北での

開催となりましたが福島、宮城、岩手３

県から13チームがエントリーし、それ

ぞれ工夫を凝らしたグルメを提供しまし

た。さらに伝統芸能盛んな大槌町らしく、

ステージでは各団体による伝統芸能が披

露され、各地のゆるギャラとともに会場

を盛り上げました。

　地元チームは優勝を逃したものの、釜

石市から出店した「鵜！はまなす商店街」

の『釜石バーガー』が初優勝を飾りまし

た。記念すべき第10回大会は、第１同

大会の会場となった気仙沼復興商店街

街灯紫市場で７月19日に開催します。

教育支援プログラム：ＡＭＤＡ東日本国際奨学金

　東北の復興を担う世代の支援として「AMDA東日本国際奨学金」を実施しています。

これは原則として被災地で将来医療従事者を目指す学生を対象に年間18万円（15､000

円／月）を支給するもので、返済の必要はありません。

　2014年度は28人へ奨学金の支給を行うことができ、2011年の制度開始からこれ

までの、のべ281人に奨学金の支給を行いました。

　おかげさまをもちまして、2015年度も、新たな奨学生の追加募集を行うことが決

定しました。現在対象となる学校との調整に入っています。

◆東日本大震災復興支援活動の軌跡◆（2o14年12月～2o15年５月）

2014/12/22

2015/1/31

2015/2/1

2015/2/18

2015/3/19

2015/3/23

2015/4/10-4/13

2015/4/12

震災ホームレス支援ＡＭＤＡ支援農場お米発送①

第２回被災地間相互交流フォーラム顔合わせ（岡山市）

第２回被災他聞相互交流フォーラム開催（岡山市）

震災ホームレス支援ＡＭＤＡ支援農場お米発送②

おかやまコープボランティア受け入れ（大槌町）

震災ホームレス支援ＡＭＤＡ支援農場お米発送③

Ｆ－１グルメボランティアバスツアー（岡山発着岩手県大槌町）

第９回復興グルメF-1大会開催（岩手県大槌町）
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　　　　活動を終えて参加者の皆さんと

　復興グルメＦ－１大会の開催に合わせ

て、６回目となるボランティアバスを岡

山から運行しました。これは震災から４

年が経過し、震災のことが風化しつつあ

る中、被災他の現状を知り、復興に向け

て歩んでいる方々の声を聴くとともに、

東北の皆さんと一緒にイベント開催し、

盛り上げることを目的としています。こ

れまでのバス運行を通じて、岡山と東北

の方々の強い絆が生まれていることを感

じています。次回、ボランティアバスの

運行は７月17目～20目で気仙沼に向け

て運行します。参加中込、お回い合わせ

はAMDAまで。
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